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自由10
高崎山のこ,ホンザルの繁殖個体の採四時の
和睦的行動と同園の反応
横田直人 (大分増大)
繁殖状態にあるメスは､出産に伴ってエネルギ
ー要求立が増大することが知られている｡これま
で高崎山のB群のオトナ雌を対象に､出産個体と
非出産個体 (出産しなかった個体)との問に､餌
場内での人工餌摂取丑に達いがあるかを調べてき
た.本研究は同様の雌を対象に､山の中での食物
摂取重の調査を行った｡食物摂収垂は､社会的順
位性を考庶して､オトナ雌の出産個体と非出産個
体の較差を検討した｡
山の餌 (人工餌を除く)の摂取エネルギーをみ
る､と､出産個体 (N=4)は出産期間に1.25倍､授
乳 ･育児期間で1.20倍､離乳期間で1.15倍と非出
産個体 (N=8)を上回る傾向を示した｡これまで
の人工田からの摂取エネルギーも同様の結果を示
したことと合わせて､出産個体は出産にともなっ
てより多くのエネルギーを必要としていると考え
られる｡また､同一個体について､出産年と非出
産年の摂取エネルギーを比べてみた｡下位個体 (
N=2)は出産年で約50kcat上回ったのに対して､
上位個体 (N=2)は大差なかった｡しかし､出産
期､授乳･,育児期および離乳期の3つの時期に分
けてみると､上位個体は授乳 ･育児期に非出産年
より多くのエネルギーを得ていた｡これに対し､
下位個体では出産期に非出産年より多くのエネル
ギーを得ていた｡出産個体の山の中での行動は､
摂耶エネルギーを増加させるため､特定個体への
追随によって印獲(I;を有利にしていた｡今後も視
界個体を増やして同様の調査を継続する｡
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自由11
ニホンザルオトナメスによる出自家系
離脱がもたらす変化に関する研究
～
浜井突弥 (日本モンキーセンター)
平成7年8月1日～13日の13日間､地
獄谷野猿公苑 (長野県･下高井郡)で野外調査
を行った｡調査対象の餌付け群志賀Alでは､
1990年から分裂が進行中である｡9-16
歳のオトナメスたちの中から､母親 (生存中)
と異なる群れを選んだメス3頭 (トビラ､トビ
ヨ､メバミ)と､その2歳下の妹で母親と同じ
群れにとどまった3頭 (トマノ､トビム､メバ
コ)の3ベア､さちに母親が死亡している姉妹
でも分裂したlベア (ナデシコ､ナガノ)と､
計8頭を150分ずつ個体追跡した｡
それぞれの個体から5m以内に近接した個体､
さらに近接中に起こった敵対的･親和的な交渉
を比較したところ､母親のいない群れに移った
個体については､非血縁のオスまたは母親以外
の血縁者 (祖母､おばなど)に接近し､積極的
に毛づくろいのような親和的交渉を持つ傾向が
みられた｡また､血縁集団の大部分が残る主群
から離脱した個体が多く集まる小さな分裂群で
は､二者が措抗したり､身体接触を伴ったりす
るような､より消耗する形の敵対的交渉が多く
観察され､とくに離脱後新しい群れでの相対的
な順位が高くなった個体で日だっていた｡
